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＜渡航目的＞ 
 犬とともにリハビリテーションをする動物介在療法の実現を目指し、そのために必要な犬の福

祉環境の整備について、世界で最も愛犬家が多いチェコ共和国でそのヒントを得ること。 
 
＜渡航概要＞  
チェコの首都・プラハを中心に滞在し、滞在期間中は以下の点について調査をした。 
①犬の繁殖・譲渡 
②犬のしつけ・トレーニング 
③愛犬国と殺処分０の両立 
④日常に隠れた、犬と生活しやすい社会環境 
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①犬の繁殖・譲渡 

 動物の繁殖業者が子犬を生産してペットショップで売る日本とは異なり、チェコではそういったビ

ジネスのための繁殖がほとんど存在しない。一家庭を単位として主に趣味でブリーダーをしている方

から、譲渡までに必要となった費用などを支払って犬を飼うことが主流である。過剰な犬の生産、殺

処分を防ぐのに役立つと思った情報を以下にまとめた。 

 今回の渡航で 2 人のブリーダーを訪問した。 

 

ⅰ．ベルン犬ブリーダー Daniel Brodan さん 

子犬が産まれてから新しい飼い主に渡すまでに、飼い主の情報を載せるための IC チップの移植・ワ

クチン接種・獣医による健康状態検査・ユーロパ

ス（犬が海外に行くときに必要なパスポート）の

発行をしている。犬が欲しいという人に誰かれ構

わず譲渡しているわけではなく、新しい飼い主に

飼育環境や飼育経験を確かめ、さらに譲渡から１

年後その犬の様子をチェックしに行くこともして

いる。飼い主が犬の世話について相談に来ること

もできるので、「世話が思ったより大変だった」と

いう軽率な理由で捨てられる犬は大幅に減るだろ

うと思った。 

 

ⅱ．土佐犬ブリーダー Benta Oudiova さん  

今までに 1 度だけ飼い主から子犬を返されてしま

ったが、フェイスブックでそのことを投稿すると

別の新しい飼い主を見つける事が出来たそう。こ

れの理由は 1 件 1 件のブリーダーが小規模なので

繁殖できる数に限りがあり、供給が需要を越えな

いようになっているからでは、と考えた。1 度飼わ

れた犬が捨てられてしまった場合、警察が見つけ

次第 IC チップを使って飼い主に連絡して罰金を命

令する法律があり、まちがっても犬を世話する人

がいなくなることはないようだ。勝手に犬を捨て

た人に対し法的な制裁が下るシステムの影響力は

大きいと思う。 

 

ⅲ．アンケート  

飼い犬の出身について 

右のグラフから読み取れるように、ブリーダーか

保護施設から犬を連れてくるのが主流である。ペ

 

 
真ん中にいるベルン犬にとびかかられる寸前の私 

 

 

 Benta さんと土佐犬と 
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ットショップを 3 軒まわり、店員さんに聞いてみても確かに「ペットショップでは犬や猫の販売は法

律で禁止されている」とのことだった。 

犬の過剰生産に歯止めをかけるには生体売買禁止の法律を制定することがその第 1 歩になるのではと

考えた。 

 

②犬のしつけ・トレーニング  

 チェコには犬のトレーニング教室が多くあり、実際街中で見る犬たちはリードから離れて自由に動

き回っていても、いたずらをしたりどこかに行ってしまうことがない。授業の様子を見学させてもら

ってトレーナーに話を聞いたり、犬を飼っている人 100 人にアンケートをすることで見えてきたこと

をまとめた。 

 

 

ⅰ．トレーニング施設 Haf Bez Obav さん  

授業料は 1 時間当たり日本円で約 700 円。物価は日本よりやや安い（水の 1.5L ペットボトルが約 60

円）ことを考慮してもそれほど高くはないという印象を受けた。先生になるために特別な免許は必要

なく、かつその職を本職として生活できるとのことだった。成犬になってからでもしつけをマスター

するのは可能とおっしゃっていたので、子犬の時から訓練を受けた犬でなくてもファシリティドッグ

になるのに問題はないと推測できる。 

注：ファシリティドッグ＝人間のためのリハビリテーションに参加する犬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公園で遊んでいた犬たち。リードに繋がれていなくてもいい子にしている姿が印象的 

 

 

 
ある公園で開かれていたトレーニング教室の様子 
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ⅱ. ドッグトレーナー Pavel Bradac さん 

 基本的なしつけレッスン以外にも、ウォーターレスキュー

や俳優犬のためのレッスンも展開している。フランチャイズ

の店舗も持っており、Pavel さん自身でレッスンの先生を教

育している。犬のレッスン業界がこのように発展していくこ

とによって、人がしつけに興味を持ち「言うことを聞かなく

て捨てられる犬」が減るのではないかと思った。 

 

 

ⅲ．救助犬トレーナー Tamara Skokankova さん  

 Tamara さんのいるトレーニング施設は非営利組織であ

り、ベテランコーチが飼い主にトレーニング方法を教え

て飼い主自身がトレーニングをする。救助犬という特殊

なジャンルではより高い授業料を払って毎日のようにス

パルタ教育をするのかと思っていたが、実際は自分で教

えるので授業料は０で、Tamara さんは大学生活と両立し

て趣味としてやっているそう。犬は好きできちんと育て

る気はあるが授業料を払うのは難しいという人に、この

スタイルが適用できると考えた。 

 チェコにも Canistherapy と呼ばれる、犬が高齢者施設

などを訪問する活動が存在し、試験に受かれば医療現場にも入ることができる体制が整っている。飼

い主に直接ではなく、施設への派遣団体に報酬を与える形式を採っているため、派遣団体が不正に利

益を搾取できないよう監視役が設置できればより良いと思った。 

 

ⅳ．アンケート 

ⅳ.１.しつけスクールに通ったことがある集団とない集団間における、しつけレベルの有意差 

「公共の場所で静かにしていられるか」 

１.いつも  2.たまに  3.ほとんどしていられない  4.全く 

⇨有意水準 0.05 でｔ検定したところ有意確率 0.86 となっ

て、2 集団間に差は認められないという結果になってし

まった。どちらの集団も平均は 1.3 台で、「いつも」に最

も近い。「いつも」や「たまに」の定義が曖昧すぎたこ

と、先生でなくても世間全体でしつけの知識が普及して

いる可能性が原因と考えている。 

 

「人やほかの犬を噛むことがあるか」 

1.いつも  2.たまに  3.ほとんどない  4.全くない 

⇨Levene 検定で等分散性が認められず、そもそもｔ検定

 

 

 

 
Tamara さんと Tamara さんの愛犬。 

学生寮で 1人＋1匹暮らしをしているらしい 

 

 
アンケート調査では、自作のスウェットを着て

歩き回った 

Pavel さんと私と、見えづらいですが真ん中に 

Pavel さんの愛犬がお座りしています 
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ができなかった。平均値はしつけスクールあり集団が 3.8、なし集団が 3.9 と、わずかながら「しつ

けスクールに通っていないほうがしつけレベルが高い」ということになってしまった...。ここでも

「全くない」に 1 番近いことから、上と同じ原因が考えられる。 

 

③愛犬国と殺処分０の両立 

ⅰ．犬保護施設 Dog point さん 

犬の保護・世話には少なからずお金がかかるが、どのよう

にしてそれを賄うのか聞いたところ 

・空いた部屋を使って飼い犬の預かりサービス 

・犬のアクセサリー会社をスポンサーにつける 

・犬を飼えなくなった人から、その犬をもらうときに徴収 

・捨て犬がいるという通報を受けて捕獲に行くサービス 

・寄付 

などによって収入を得ているとのこと。驚いたのは、社員

だけでなくたまに来てくれるボランティアにも給与が与え

られるという点だ。日本の動物保護施設では毎日無償で参加してくれるボランティアがいないとまわ

らない、という話をよく聞くので、このチェコ流・費用の賄い方をヒントに改善していくべきだと思

う。 

 

保護された犬の中には獰猛すぎる子や人間を怖がりすぎる子もいるが、施設の社員さん自身がトレー

ナーのスキルを持っているため、しつけをして新しい家族を見つけやすくしている。社員さんはこの

施設での仕事を本職としており、「大変ではあるが好きなことを仕事にしているから幸せ」という言

葉が印象的だった。 

 

ⅱ．保護犬紹介イベント Dog stars 2018 

約 10 か所の犬保護施設がブースを出し、新しい家族を

探している犬の情報を展示したり、グッズの販売をして

いた。ここまでは日本でも見たことがあるのだが、この

イベントならではだと思ったのは、保護犬がとても良い

子だということを示すために実際に保護犬をイベントに

連れてきてショーを行っていた点である。保護犬を引き

取るうえで１番の不安なのは、前につらい経験をしてい

るために問題行動を起こすのではないかだと思う。その

不安を払拭するのに効果的だと思った。 

 

 
1部屋に 1匹保護犬が暮らしている。 

一緒に散歩もさせてもらった。 

 

 
イベントの様子。 

保護犬たちはレッドカーペットを歩いて、紹介

をされていた。 
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④日常に隠れた、犬と生活しやすい社会環境 

ⅰ．公園の多さ 

首都・プラハの街を歩いていると、犬が走り回れる広さ

をもった公園が多いと感じてその数を数えてみたとこ

ろ、プラハ本駅を中心とする 5km 四方の区域で確認で

きただけで 25 か所あった。右の写真のような公園のみ

をカウントし、犬の散歩が禁止されているところや狭す

ぎる場所は除外した。犬を十分に運動させられる場所が

あることは、犬の育てやすさにつながっているのではと

感じた。 

 

ⅱ．エチケット袋 

チェコには犬を飼うと 1 頭ごとに税金をおさめる必要が

あり、その代り公園や道路に右下の写真のようなエチケ

ット袋とごみ箱が設置してあり、フンを処分することが

できる。計 6 か所の公園にて 10 分間ひたすら地面をみ

ながら歩き続けて、犬のフンの数をカウントするという

なんとも滑稽な調査をしたところ、平均して 2.2 個とい

う結果になった。要は公園がとてもきれいな状態で保た

れており、エチケット袋設置が寄与する部分も少なから

ずあるのではと考えた。 

 

ⅲ．犬が入っていい場所・いけない場所  

                            

入っていい場所（ゲージなしで） 入れない場所 

電車・バス 幼児用の遊び場 

レストラン（一部不可のところあり） レストラン（一部） 

ショッピングモール スーパー 

アパレル店  

公園（観光スポット付近の公園は不可）  

上の表から分かるように、犬の散歩の延長線上でショッピングモールでお買い物したり、カフェ

で休憩することができる。少し遠い公園に遊びに行きたいときに自家用車を持っていなくても、

 

 
とある公園。 

芝の緑が美しい。 

 

 
エチケット袋 
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重たいゲージで犬を運ぶ必要なく一緒に電車やバスに乗れる。犬と一緒にこなせる日常生活動作

が多いことも、犬の飼いやすさの一因だと思う。 

 

＜文化の違いで苦労したこと・トラブルと対処＞ 
・関西空港の閉鎖 
 台風により、出発する予定だった関西空港が数日間にわたり閉鎖してしまった。それにより行

きのフライトが欠航になったうえ振替の便も用意してもらえなかったため、急遽新しいフライト

をまた自分で手配することになった。後期の授業の関係で帰国する日はほとんど延ばせなかった

ために滞在日数は 19 日と予定より短くなってしまったが、訪問先に日程を再調整してもらった

りしたので、調査自体に特に影響はなかった。 
 
・ロシアのトランジットビザ 
 新しくフライトを手配した際、早く渡航しなければと焦っていたためロシアのモスクワ以外の

空港では乗り継ぎだけでもビザが必要だということに気付かないまま、ロシア経由のものを予約

してしまった。すぐに予約した旅行会社に電話してキャンセルをし、また新しいフライトを予約

した。ビザが必要ということに気付いたのが成田空港に着いてからだったので、その日は空港の

近くのビジネスホテルに泊まって、次の日に出発した。 
 
・ロストバゲッジ 
 チェコの空港に到着したときに、預けていたスーツケースが出てこなかった。空港の担当スタ

ッフにそのことを伝え、乗ってきた便・スーツケースの特徴・滞在先の住所等を伝えてロストバ

ゲッジ証明書をもらいその日はそのままホテルに行った。保険会社に連絡をしたところ、荷物が

なくなったと分かってから 6 時間たっても荷物がもどらなかった場合にロストバゲッジと認めら

れ、必要になった生活必需品分のお金が下りるとのことだったので、必要なものを買ってそのレ

シートを 1 つ 1 つ保管した。 
 

 

 

 

 電車やバスに乗っている犬たち。とてもお行儀よくしている。 
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・公園にいる物乞い 
 犬の福祉調査をする上で公園に行くことが多かったのだが、公園はホームレスや物乞いがよく

いるため、特に安全に注意する必要があった。基本的にはベンチなどで寝ているだけなので安全

であったが、中には話しかけてきてお金や物を要求する人もいたので、そのときは「何も持って

いない」とはっきり言うことで対処した。夜は特にそういった人が増えるので、暗くなったら公

園には近づかないようにした。 
 
・現地の人の英語レベル 
 チェコの公用語はチェコ語なので、全ての人が英語を話せるとは限らない。特に年配の方ほど

英語が通じない傾向にあるので、訪問先ではご家族に通訳をしてもらったり、アンケートではチ

ェコ語版もあるからぜひ回答してほしいとアピールする必要があった。どうしても言っている意

味が分からない場合は Google 翻訳を使った。 
 
・食事 
 調査をしていると 1 日に歩く量や英語のコミュニケーションでくたくたになってホテルに帰る

ことが多く、また、調査に時間を割こうと思うと自分で共用キッチンを使って調理する時間が取

りにくかった。スーパーで売っているお惣菜などは自分にとって慣れない味で余計に疲労がたま

ってしまうし、レストランでごはんを食べるのは費用がかさんでしまうので、専らマクドナルド

などのファストフード店で食事をしていた 
 
 

 
＜新しい何かを見つけることが最低ライン＞ 
 3 週間弱も 1 人で海外に滞在して何かを調査するという経験は今までになかったため、うまく

いかないことによる精神的な苦しさをあまり想定しておらず、渡航中にうつのような状態になる

ことがあった。しかし、張りつめすぎないほうが何事もうまくいく上、なによりおもろチャレン

ジそのものを楽しめると強く感じた。なので「30 万円も給付してもらったからには、絶対成果

をださなければならない」と自分を追いつめそうになったときは、壮行会で総長がおっしゃって

いた「何かあたらしいことを見つけてきたらそれでいい」という言葉を思い出した。難易度が高

すぎない目標ラインを設定することで、適度にリラックスして調査ができると思う。 
 
＜自己管理＞ 
 既に述べたように、私は渡航する際にいくつかのトラブルに遭ってしまった。「まだ現地で調

査をスタートすらしていないのに…。とにかく早く何かに手をつけねば。」と焦って、ご飯をた

べたり休憩をとったりといった基本的な体調管理が頭から抜けそうになった。疲れすぎている状

態で調査は満足にできないことは当たり前だと分かっていたにも拘わらず、である。トラブルに

遭うと正しい判断がしにくくなるということを痛感した。なのでそのような際には、一旦調査の

ことを頭から切り離して自分の健康だけを考えるくらいがちょうどいいと学んだ。 

渡航を通じて感じたこと・学んだこと 
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＜自分が不審者と見られる可能性を念頭に＞ 
 調査の１つとして街頭アンケートをした。相手からすれば、いきなり外国人が英語で話しかけ

てくるのだから多少身構えてしまう。スリや変な勧誘の手口と思われてはアンケートに答えてく

れないので、相手に信頼してもらうよう工夫することが必要だと思う。簡単なあいさつはチェコ

語を使い、アンケート用紙には英語だけではなくチェコ語版も載せる、自分の身分とアンケート

の目的を簡単な英語で分かりやすく説明する、笑顔ではきはきと話す、などの 1 つ 1 つが調査を

やりやすくするコツだと思った。 
 
 

 
＜理学療法とファシリティドッグの橋渡しに＞  
既に述べた通り、私は将来理学療法士として動物介在療法を

したい気持ちがあってこの調査を計画した。医療現場に参加す

る犬はあくまで患者ではなく医療従事者の側なので、その分ト

レーニングや感染症予防対策を施されなければならない。すべ

ての医療従事者が動物介在療法に理解があるわけではなく、む

しろ「犬を病院に入れて大丈夫？」と懸念する人が多いのが現

状なので、まずはそのような人たちにリスク管理がきちんとで

きていると示す必要がある。 
そこで私は、一般の方が飼い犬とともに救助犬のトレーニン

グをしている様子を見学したり、しつけ教室の先生に話を聞い

たりしたことで得た情報を生かして、犬が人の病院に入ることを認められて活躍するための基盤

を作りたいと思っている。 
 
＜犬を道具にしない対策＞ 
動物介在療法に関わる人間はファシリティドッグの命や健康を守る責任がある。なので、ファ

シリティドッグを提供するビジネスを絶対に生まれさせてはならないし、犬を過度のストレス環

境においてまで動物介在療法を行ってはいけないと思っている。 
そこで、今回ブリーダーの調査で学んだ 
・ブリーダーたちが小規模で、かつ利益重視ではなく趣味のような感覚で犬を繁殖・提供してい

るからこそ過剰な犬の生産が防げる 
・新しい飼い主に渡した後もブリーダーはその飼い主と連絡を取り続けて犬の生活状況を把握し

ているから犬の健康が保証されている 
の 2 点をファシリティドッグの育成に役立てたい。ファシリティドッグの提供元はもともと家

庭で飼われている犬か、小規模で犬のケアが行き届いたブリーダーに限定するルールを設定し、

犬の健康状態を把握できるよう IC チップによる情報共有システムを充実させていこうと考えて

いる。 
 

今回の経験をどのように今後生かしていくか 

 

 
高齢者施設でボランティアをする犬。

それを示す制服を着ている。 



- 10 - 

 
 

＜実現可能性よりも、まずはおもしろさ＞ 
自分が心からやってみたいと思う企画は、前例がないものであることが多い。しかも、1 人で

計画・調査を進めていかなければいけないことも多い。そうすると、自信満々で書いた志望動機

書の内容通りに事が進まずに途中でしばしば変更や改善をしていかなければならなくなる。で

は、なるべく計画がうまくいくために自分の熱い心を少し冷ましてまで最初の志望動機書から実

現可能性重視の文を書いたほうが良いかというと、私はそうは思わない。どれだけ頑張っても計

画は途中で難しい局面にあたるものなので、まずは 1 番やりたいものを書いて提出して、その都

度悩んで改善していけばいいと思っている。多少こじつけのような実現可能性のアピールになっ

てしまっても、自分が「おもろい」と思う計画書を出すべきである。 
 

＜周りの友達や先生にフィードバックをもらう＞ 
志望動機書を提出する前に、第 3 者からみて面白さが伝

わる分になっているか、読みやすいものになっているかを

確かめたほうが良いと考える。私は前年度採択者の柴田星

斗くんに見てもらい、ちょっと笑えてしまうくらいたくさ

んのダメ出しを受けて書き直した。内容そのものを変える

という意味ではなく、自分が「おもろい」と思うものを他

の人にもそう思ってもらうために伝え方を工夫するべきで

ある。その分野に携わっていない人からすると難しい単語

があったり、「将来へのつなげ方」などの膨らませるべきポ

イントがアピールしきれていなかったりという点はなかな

か自分 1 人では気づきにくい。 
 

＜偶然の発見に出会うには＞ 
計画していた調査内容に執着しすぎないことが、大切だと感じた。先に述べたように計画がう

まくいかずに面白い発見がなかなかできないことがあるなら、反対に期待していなかったけれど

も偶然興味深い発見ができることもある。以下は私の体験である。 
買い物に行こうと思って少し歩いていて物乞いを何人か見かけたのだが、よく見ると彼らの 2

人に 1 人くらいは横に犬を連れていた。はじめは「人の同情を買ってお金をもらいやすくする魂

胆か」と勘ぐったが、犬の毛並みや体格が良いところを見ると世話が行き届いており、ただの生

活道具としているようには思えなかった。物乞いに話しかけると何かトラブルに巻き込まれるリ

スクがあると思い、本人から話を聞くことはできなかったが、おそらくホームレスになる前にそ

の犬を飼い始め、家やお金を失ってもなお犬を道端に捨てられないくらいチェコの「犬を簡単に

手放させない対策」がきちんと機能しているからだと考えた。 
オフの時間にふと見つけたものでも、それについてじっくり考えると結果「おもろい」ものが

見えてくるかもしれないことを伝えたい。 

今後本プログラムを希望する学生へのアドバイス 

 
添削してもらった志望動機書。 

ダメ出しが多すぎて心が折れかけ
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*渡航費 

*生活費（食費、交通費） 

*宿泊費 
*海外旅行保険・調査費 など 

 

主な奨学金の使途 


